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ど
ん
な
人
と
会
え
る
の
だ
ろ
う
。

期
待
と
不
安
の
気
持
ち
の
中
で
熊

本
空
港
に
私
は
い
た
。
10
月
14
日

出
発
の
日
。
台
風
18
号
の
直
後
に

行
わ
れ
た
事
前
研
修
に
参
加
で
き

ず
心
重
い
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
は
、
１
日
目
の
研
修
が
終
わ

る
前
に
吹
き
飛
ん
で
い
た
。
交
流

会
で
の
、
司
会
、
挨
拶
、
記
録
、

謝
辞
と
す
べ
て
を
研
修
生
が
こ
な

し
た
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
。
１
日

目
が
終
わ
り
反
省
会
で
は
、「
今
日

１
日
一
言
も
質
問
さ
え
で
き
ず
残

念
」
と
言
う
言
葉
に
ま
ず
嬉
し
く

な
っ
た
。

私
は
農
業
を
や
っ
て
い
る
。
認

定
農
業
者
女
性
の
会
の
活
動
を
通

し
沢
山
の
女
性
達
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
た
。
皆
正
直
に
農
業
と

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
中
、

農
業
女
性
の
自
立
が
出
来
る
環
境

が
ま
だ
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
ま
だ
ま
だ
男
性

中
心
の
考
え
方
の
社
会
で
あ
る
。

「
男
女
共
同
参
画
」
っ
て
、
皆

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、「
私
達
の
た

め
に
何
が
あ
る
の
。」
そ
う
い
つ
も

心
の
中
で
叫
ん
で
い
た
。
小
川
町

の
広
報
紙
で
研
修
生
募
集
の
お
知

ら
せ
を
見
た
時
は
、
絶
対
行
こ
う

と
思
っ
た
。

こ
の
研
修
で
一
番
心
に
残
っ
た

も
の
は
、
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
あ
る
。
こ
の
施
設
を
作
る
に
あ

た
っ
て
、
女
性
か
ら
の
声
で
、
何

を
や
り
た
い
か
と
言
う
内
容
を
ま

と
め
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
建
物

が
で
き
た
と
伺
っ
た
。
す
ば
ら
し

い
な
と
思
う
。
桜
井
館
長
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
の
話
や
個
人

や
グ
ル
ー
プ
が
ネ
ッ
ト
の
要
と
な

り
横
の
つ
な
が
り
を
持
つ
関
係
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
大
き
な

指
針
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
の
中
の
、「
男

女
が
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
、
利
益
を
享
受

す
る
事
が
出
来
、
共
に
責
任
を
負

う
。」
こ
の
言
葉
を
胸
に
納
め
、
ま

ず
自
分
を
大
切
に
し
、
周
り
の
人

と
共
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ

た
。
研
修
に
参
加
し
て
熊
本
県
の

す
ば
ら
し
さ
も
見
る
事
が
で
き
た
。

情
報
、
人
材
は
都
会
に
比
べ
た
ら

確
か
に
少
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、

す
べ
て
の
人
に
思
い
を
伝
え
る
の

は
、
熊
本
の
方
が
で
き
易
い
。
熊

本
に
民
間
の
シ
ェ
ル
タ
ー
が
３
か

所
も
あ
り
、
こ
れ
は
、
全
国
40
数

か
所
の
中
で
は
多
い
と
思
う
。
た

だ
、
そ
れ
を
知
る
機
会
が
な
か
っ

た
こ
と
は
、
残
念
で
あ
る
。
そ
し

て
「
熊
本
に
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い

女
性
達
が
い
る
！
」
と
い
う
こ
と

を
知
る
事
が
出
来
、
こ
れ
が
何
よ

り
の
収
穫
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
、
女
性
の
会
を
通
じ

て
知
り
得
た
情
報
を
発
信
し
、

〝
な
か
ま
33
〞
を
通
し
て
色
々
な

情
報
を
つ
か
み
、
勉
強
し
自
分
を

磨
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

今
回
の
研
修
を
終
え
て
最
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
私
が
認

識
し
て
い
た
以
上
に
「
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
」
の
形
成
は
大

き
な
勢
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
先
人
の
与
謝
野
晶
子
や

高
群
逸
枝
、
市
川
房
枝
等
の
活
動

で
「
女
性
解
放
」
の
動
き
は
あ
っ

た
が
社
会
の
大
き
な
う
ね
り
に
は

な
り
得
な
か
っ
た
。

戦
後
、
半
世
紀
を
経
て
女
性
の

社
会
進
出
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
の
成
立
、
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
等
法
の
整
備
と
相
ま
っ
て

女
性
の
意
識
も
急
速
に
高
ま
り
、

各
面
で
の
女
性
の
活
躍
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
る
。
今
回
の
研
修

に
参
加
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
観
を

強
く
し
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
」
は
家
庭
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
の
基
盤
に
な
る
こ
と
を
痛
感

し
た
。

先
進
地
研
修
で
あ
り
、
女
性
の

研
修
の
場
、
情
報
の
提
供
、
Ｄ
Ｖ

や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
も
差
別

等
に
対
す
る
相
談
や
研
修
施
設
、

ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し
て
い
た
。
ハ

ー
ド
面
の
充
実
に
も
ま
し
て
交
流

し
た
各
女
性
団
体
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
（
変
革
の
力
）
に
驚
嘆
し

た
。「
ち
よ
だ
女
性
団
体
等
連
絡
会
」

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー

ズ
わ
く
わ
く
」
の
中
野
し
ず
よ
氏
、

横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
桜
井
陽

子
館
長
他
皆
さ
ん
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
誇
り
と
信
念
を
持
っ
て
充
実

し
た
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
姿
は

美
し
く
輝
い
て
い
た
。

ま
た
、
市
川
房
枝
記
念
会
・
婦

選
会
館
、
山
口
み
つ
子
理
事
の

淡
々
と
し
た
語
り
口
の
中
に
も

「
女
性
の
自
立
と
社
会
参
画
の
促

進
」
へ
の
熱
い
思
い
は
胸
を
打
っ

た
。
各
交
流
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
、
山
口
理
事
、
桜
井
館
長
の

話
に
共
通
し
た
思
い
「
社
会
の
流

れ
を
的
確
に
と
ら
え
、
自
分
た
ち

か
ら
学
習
し
て
実
力
を
つ
け
る
こ

と
、
女
性
が
足
腰
を
強
く
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
…
。

横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
実

践
団
体
と
の
交
流
会
、
第
２
分
科

会
「
介
護
、
高
齢
者
問
題
」。「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ

わ
く
わ
く
」
理
事
長
、
中
野
し
ず

よ
氏
の
実
践
「
で
き
る
時
に
、
無

理
な
く
、
真
心
を
持
っ
て
」
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
地
域
の
高
齢
者
、

障
害
者
の
方
々
を
有
償
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
話
を
聞
き
、
会
員
自
身

も
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
働
く
取
り

組
み
に
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
介
護

の
あ
り
方
」
に
大
い
な
る
示
唆
を

与
え
て
く
れ
た
。

今
後
、
家
庭
や
地
域
社
会
で
今

回
の
研
修
で
学
ん
だ
多
く
の
こ
と

を
実
践
す
る
こ
と
が
研
修
に
参
加

し
た
責
務
で
あ
る
。
大
上
段
に
振

り
か
ぶ
り
、
理
屈
を
言
う
の
で
は

な
く
出
来
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い

き
た
い
。
家
庭
や
職
場
や
地
域
社

会
で
、
通
念
的
な
男
女
の
役
割
分

担
の
見
直
し
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ

る
男
女
差
別
の
払
拭
、
Ｄ
Ｖ
、
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
啓

発
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
第
一

歩
で
あ
る
。
同
時
に
、
男
性
の
意

識
を
変
え
て
い
く
こ
と
、
刷
り
込

ま
れ
た
固
定
的
役
割
分
担
の
意
識

が
い
か
に
根
強
い
か
私
自
身
が
今

回
大
い
に
痛
感
し
た
。

政
策
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参

画
促
進
、
就
労
等
働
く
環
境
の
整

備
、
子
育
て
を
中
心
と
し
た
家
庭

の
あ
り
方
等
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
今
回
参
加
し
た
団
員
の
方
々

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
課
題
解
決

に
向
け
て
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い

き
た
い
。

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

稲葉　敦子さん
（小川町）
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人権・男女共生係�
132-1111�
（内線292）�
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千葉崎圏児さん
（松橋町）

【募集対象】 県内在住の20歳以上65歳未満の男女で、全研修に意欲を持って参加できる人
【募集人員】 一般研修生20人程度
【研修の主な内容】

事前研修９月８日（木）→先進地研修10月13日（木）～16日（日）（３泊４日）

東京都ほか→事後研修11月24日（木）

【応募方法】 市役所人権・男女共生係に備え付けの参加申込書（県のホームページ
http://www.danjyo.pref.kumamoto.jp/からダウンロード可）に必要事項を記入の

上、作文（テーマ：「男女共同参画社会づくり地域リーダーとしてあなたが

取り組みたいこと」題名は自由。1200文字程度）を添えて提出してくださ

い。（６月末日締め切り）

【発　　表】 選考のうえ、８月中に通知します。
【費　　用】 先進地研修に要する費用（約10万円程度）のうち、３分の１程度を県が負担

します。（事前・事後研修の旅費は全額を県負担）

※研修を終えられた方は、熊本県の「男女共同参画社会づくり地域リーダー」として認定

されます。

【問合せ先】 熊本県男女共同参画センター　1096-355-1187
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平
成
16
年
度
に
認
定
さ
れ
た
地
域

リ
ー
ダ
ー
の
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

５月28日(土）ウイングまつばせ文化ホール（松橋町）にお
いて、宇城市地域婦人会連絡協議会設立記念大会が開催され、
熊本大学法学部教授の鈴木桂樹氏による記念講演が行われまし
た。『なぜ、いま男女共同参画社会なのか』という演題で、鈴木
教授は、「憲法が基本的人権を保障しているのにも関わらず、男
性優位社会が続いてきた。しかし、国際競争激化・少子高齢社
会到来・終身雇用制崩壊などにより、人口の半数を占める女性

の人材活用が求められている。そのた
め、男女共同参画社会の形成は我が国
社会を決定する最重要課題と位置づけ
られる。『男女共同参画＝男も女も皆
同じ』との誤解から逆風もあるが、
『男も女もなく、皆一人一人違う』と
の視点であり『自分らしさ』を大切に
する考え方である」と、講演しました。

「男女共同参画講演会」が開催されました

昨年の研修の様子


